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震災直後の海外中性⼦施設からのオファー
みなさんへ、

ちょっと、具体的な話を参考までいたしますと、

今回の地震に際して、海外の施設から、こちらで⾏えなくなった課題のいくつかを⾏えるという申し込みがありました。
SNS, （ISIS), LASCE, ANSTO

その受諾の仕⽅として、
１） ⼀般課題としてこれから申請する。（ANSTO）
２） MLF-PACですでに採択されたもののうちからいくつか審査なしに受け付け実施するというものです。（SNS, LANSCE, ANSTO)
３）施設が回復するまで、研究者を⻑期で受け付けて、研究ができる環境を提供する。 （SNS, LANSCE、ANSTO)

震災の直後で私も対応できませんでしたので、あまり詳しい説明はありませんので、今後詰める必要はあります。
短期的には施設としてこれらの提案を受けるかどうかも含め対応はしたいと考えています。来週、MLFの関係者で相談したいと思います。
また、ISISについてはこちらから具体的な提案をしてもらいたいようです。

新井

（2011年3⽉24⽇付 ⽇本中性⼦科学会 ⼭⽥和芳会⻑、⾦⾕利治次期会⻑宛メール）

※2011年当時の役職
新井正敏 J-PARC物質・⽣命科学ディビジョン⻑
⼭⽥和芳 東北⼤⾦研教授
⾦⾕利治 京⼤化研教授



対応窓⼝の⼀本化
• SNS, LANSCE, ISIS等の核破砕中性⼦源→MLF（担当：瀬⼾）

• SNS: 3⽉に「MLF審査で採択された上位の課題について、SNSにおいて特別時間枠を設定し、SNS
側の審査なしで実施を受け⼊れる」との申し出あり。MLF採択課題のうちトップ15%の課題につい
てPIの意向を確認し、MLFの評点を添付してSNSの審査委員会(4/12)に向けて送付。その結果、全
課題が採択された。その後、全PIのORNLとのUser AgreementをJ-PARC/物構研が締結。

• LANSCE: 5⽉に緊急課題として受け⼊れる、との申し出があったので、MLFから採択課題のPIに連
絡して希望を取りまとめて送付した。

• ISIS: 7⽉にMLFの採択課題から受け⼊れるとの連絡を受けて、PIの希望をとりまとめて評点ととも
にproposalを送付した。

• HFIR, ANSTO, HANARO, ILL等の原⼦炉中性⼦源→JRR-3（担当：柴⼭、加倉井）
• SPring-8（担当：内海）

※2011年当時の役職
柴⼭充弘 東⼤物性研中性⼦科学研究施設施設⻑
加倉井和久 JAEA量⼦ビーム応⽤研究部⾨副部⾨⻑
内海渉 JAEA量⼦ビーム応⽤研究部⾨研究推進室室⻑代理
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ISSP (University program): 246 proposals for FY2011 were cancelled.
JAEA: about a half number of proposals for FY2011a are also cancelled. 



⼤学共同利⽤課題については、
KEKが旅費をサポート


